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KTN(KTa1-xNbxO3)結晶を用いた可変焦点レンズは、高速で焦点距離を変化させることが可能で

あるため、レーザー加工や高速イメージングなど様々なアプリケーションへの適用が期待されて

いる。KTN 可変焦点レンズにおいては、電圧印加に伴い KTN 結晶中に発生する電界分布による

屈折率分布（電気光学効果）と、結晶の変形により発生する屈折率分布（光弾性効果）が、電圧

の大きさに応じて変化することにより焦点距離の移動が実現されるが[1]、変形のシミュレーショ

ンを行うには、電歪係数、弾性係数、光弾性係数の温度依存性の定性化が不可欠である。本発表

では、KTN結晶における光弾性効果の温度依存性の評価を行ったので報告する。 

マッハツェンダー干渉計を用いて、KTN結晶（T0=42.9℃、T0はキュリー温度）に常誘電相（T>T0）

で応力を加えた場合の、応力の方向に平行な偏波の光に対する屈折率の変化量（⊿nx）と、垂直

な偏波の光に対する屈折率の変化量（⊿ny）を測定した（図 1）。屈折率変化は応力によく比例し

ており、この比例係数と、弾性率の温度依存性を用いることで、光弾性係数 p11、p12 の温度依存

性が求められる（図 2）。理論的には、光弾性係数の温度依存性は分極ゆらぎに起因し、その効果

を考慮すると光弾性係数が T/(T-T0)
2に比例するとされているが[2]、本実験結果とは 50℃以下で差

異が大きくなっていることがわかる。[2]の理論式の導出において、歪みが誘電率へ与える影響は

T0のシフトとして取り入れられているが、我々の評価では、歪みによりキュリーワイス則からの

ずれが変化する傾向が見られており、その効果を考慮することで、本実験結果をより正確に説明

することが可能となると考えられる。実験データと一致する理論式の導出は未達成だが、本検討

により KTN可変焦点レンズの設計パラメータである光弾性係数の温度依存性が求められた。 
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図 1. 屈折率変化量の応力依存性 図 2. 光弾性係数の温度依存性 
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